

































































































































































































































































































































































































































































































































県 名 村 名
2011年秋の
会合出席者数
2013年2月
に継続中
カンポット県
クチアイカーンレッチ村 9 9
トロペアングルッセイ村 8 3
プレイヴェン県
トロペアングサラー村 6 4
スヴァイプラクラール村 8 2
合計 31 18
出所:筆者作成
れた。出稼ぎは，現金収入を得る重要な手段であるが，その経費や家族への負担などを差し引いても
利益があるかどうかを確認することが重要である。そのため出稼ぎに出た生計記録ボランティアの家
族にも生計記録は続けることを勧めているが，妻が読み書き計算ができない場合，生計記録は困難と
なり，課題として残されている。疾病については，栄養健康増進，予防策をとることなどが関連す
るため，長期的に日々とりくむべき課題である。
44.CEDAC調査補佐員に関する課題
PLAアプローチにおいては，現地でファシリテーションを担うCEDAC調査補佐員の能力が，活
動の成否のカギを握る。2011年8月から2013年3月まで約20カ月の間に2回，調査補佐員が交代
した。1人目の調査補佐員は，若手ながらも保健や栄養面にも関心が高かったため，愛知県のアジア
保健研修所（AHI）が実施する12アジア各地の村で人々の健康を守る保健ワーカーを育成する1カ月
の国際研修コースに派遣することを考えていた。しかし2012年3月末に結婚を機に退職し転職してし
まったため，国際研修は実現しなかった。後任の調査補佐員はCEDACの上級スタッフでベテラン
であったが，農家との関係や活動の進め方に難点があり，2012年夏にCEDACに要請して他のスタ
ッフに交代してもらった。3人目の調査補佐員はCEDACの中堅スタッフで2012年12月末に初めて
会い，村に同行したが，農家との関係も活動の進め方も上手く，新村で新たに生計記録活動を始める
にあたっても動機づけが非常に上手で優れていた。この3人目の調査補佐員は，生計記録ボランティ
アの過去の記録をさかのぼって毎月の合計を各自に確認させ，自らも確認し，訂正を促した。これに
より生計記録ボランティアも理解が深まり，計算や記録間違いが減った。この3人目の調査補佐員が
勤め続けてくれるかどうか，CEDAC調査補佐員の仲介の良し悪しもARLH活動の質と持続性のカ
ギを握っている。
5.まとめ 成果，残された課題と今後
本稿は3年計画のARLHの2年が経過した2013年3月現在，ARLHの内，農家の生計記録を試
みるActionResearchonLivelihood（ARL）に焦点をあて，この2年間の経過をまとめたものであ
る。この2年の成果としては，第一にCEDACの仲介によって農家と共により使いやすく役立つよ
うに改善した生計記録シート改訂版ができたことがあげられる。第二にその改訂版生計記録シートを
試験的に用いて，18人の農家の1年間の生計記録が集計されつつあることである。カンボジアの農
家自身が自らの生計を1年にわたって記録した例は非常に稀である。これはカンボジアの農家が1年
間に収穫した農産物の量自家消費量販売量，農業による収入，非農業収入，農業投資額，食費
教育費治療費その他の支出，病気だった家族の人数と日数，固定資産，貯金や借金の増減などの貴
重な事例となる。この結果が出れば，記録した農家自身も他の農家も，農業投資に対して農産物の収
穫と販売収入により，利益があったかどうかの確認や，借金や出稼ぎなどの負担経費に対して利益
があがるのかを考える上で参考にできる。
残された課題は主に三点ある。まず生計記録ボランティアの読み書き計算能力が弱い場合の対策が
必要である。第二に，3人目のCEDAC調査補佐員のような適任者の継続的な確保が不可欠である。
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12 AHI（2013）参照。
仲介役を担う調査補佐員の力量がARLHの成否を左右する。第三に生計記録ボランティアが出稼ぎ
や病気の治療を理由に生計記録を中断しないように対策をとる必要がある。
今後ARLHは，農民協会リーダーのみでなく，カンボジアの一般の農家にも改訂版の生計記録シ
ートへの記録を試みてもらう。そして，生計記録が生計改善に役立つかどうかを農家と共に考察して
いく。さらにARLHのもう一つの柱である健康増進活動と並行して行なうことで，栄養健康増進
と治療費や生計改善との関連を分析していく。また健康に不可欠な飲み水について，水質検査の実施
やその結果をふまえ，安全な飲み水の確保の方法なども農家と協議していく。これらの活動と農家の
行動変容，そして生計記録や栄養健康増進の状況は，短期間では大きく変化しないかもしれない。
よって今後も先発4村と新4村の生計記録ボランティアとして農家の協力を得て，1年間の生計記録
データをとることが重要であろう。それを基礎データとして，2年目（2014年）以降の状況を分析し
て課題を認識し，改善策を考え協議していくことが肝要であろう。
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